
兵庫県立大学規程第65号

学術情報館図書等資料公開規程

（趣旨）

第１条 この規程は、学術情報館の図書及びその他の資料（以下「図書等資料」という ）を、。

学術情報館図書等資料利用規程（平成16年兵庫県立大学規程第64号。以下「利用規程」とい

う ）第21条の規定に基づき兵庫県立大学（以下「大学」という ）の目的に支障のない範囲で。 。

県民等に公開するために必要な事項を定めるものとする。

（一般利用者）

第２条 この規程により、学術情報館を利用することができる者（以下「一般利用者」とい

う ）は、次の各号のいずれかに該当する者であって、第６条第２項に規定する一般閲覧証又。

は一般利用者証の交付を受けた者とする。ただし、大学の受験勉強等のために利用する者は除

く。

（１）兵庫県内に居住する者

（２）兵庫県内の事業所等に勤務する者

（３）その他特に各学術情報館長（以下「館長」という ）が許可する者。

（公開しない日）

第３条 利用規程第５条第１項に定める休館日は、学術情報館を公開しない。

２ 前項の規定にかかわらず、各館長が必要と認めるときは、公開しない日を変更することがで

きる。

（利用時間）

第４条 学術情報館の利用時間は、午前９時から午後５時までとする。

２ 前項の規定にかかわらず、各館長が必要と認めるときは、利用時間を変更することができる。

（利用できる内容）

第５条 学術情報館の利用は、所蔵する図書等資料の閲覧、貸出し又は複写とする。ただし、貸

出しについては、貸出しを行っている学術情報館に限り、18歳以上の利用者に対し、行うもの

とする。

（一般閲覧証等の交付）

第６条 学術情報館を利用しようとする者は、館長に対し、閲覧のみの利用の場合にあっては一

般閲覧証交付申請書に基づき一般閲覧証、閲覧又は貸出しを伴う利用の場合にあっては一般利

用者証交付申請書に基づき一般利用者証の交付の申請を行わなければならない。

２ 前項の規程に基づき、一般閲覧証又は一般利用者証の交付申請のあった場合において、館長

は、必要があると認めたときは、当該利用しようとする者が第２条各号のいずれかに該当する

者であることを証明する書類の提示を求めることができる。

３ 館長は、第１項の規定により、一般閲覧証交付申請書又は一般利用者証交付申請書により申

請のあった利用者が、第２条各号のいずれかに該当する者であると認めたときは、その利用目

的に応じて一般閲覧証又は一般利用者証を交付するものとする。

４ 一般閲覧証及び一般利用者証は、いずれの学術情報館においても有効とする。ただし、一般

閲覧証で、貸出しを行っている学術情報館の図書等資料の貸出しを受けることはできない。

５ 一般閲覧証及び一般利用者証の有効期間は、第２条の利用条件を満たす限りにおいて、発行

の日から１年とする。

６ 有効期間が過ぎた一般閲覧証及び一般利用者証は、発行を受けた学術情報館において、更新

することができる。

７ 一般閲覧証又は一般利用者証の記載事項に変更が生じたときは、速やかにその内容を館長に

届け出なければならない。



（利用手続）

第７条 一般利用者が、学術情報館を利用するときは、一般閲覧証又は一般利用者証を提示して、

館長の許可を受けなければならない。

（閲覧場所）

第８条 一般利用者は、図書等資料を所定の場所で閲覧することができる。

（貸出し）

第９条 貸出しを受けることができる図書等資料の冊数及び期間は、次のとおりとする。

（１）貸出冊数 ３冊以内

（２）貸出期間 ２週間以内

２ 貸出しを受けることができる図書等資料には、利用規程第 条に定めるものは含まないもの１０

とする。

３ 前項に規定するもののほか、各館長は、第１条に定める趣旨により利用規程第10条に定める

もの以外に、一般利用者への貸出しを行わない図書等資料を指定することができる。

４ 第３条に定める公開しない日のほか、次の期間については、図書等資料の貸出しを行わない

ことができる。

（１）大学定期試験前及び試験期で各館長が必要と認める期間

（２）その他各館長が必要と認める期間

５ 各館長は、前各項の規定にかかわらず、第１条に定める趣旨により一般利用者への図書等資

料の貸出しを行わないことができる。

（複写）

第10条 学術情報館は、著作権法（昭和45年法律第48号）に違反しない範囲で、図書等資料の複

写物を提供することができる。

（遵守事項）

第11条 一般利用者は、諸規程を遵守するとともに、学術情報館の指示に従わなければならない。

（利用規程の準用）

第12条 この規程に定めるもののほか、学術情報館の公開に関して必要な事項は、利用規程を準

用する。

（補則）

第13条 この規程の施行に関して必要な事項は、各館長が別に定める。

附 則

この規程は、平成16年４月１日から施行する。


